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１．研究計画の概要 
(1) 日本文学の受容が日本国内に留まらず、
今や世界文学の中の日本文学となった。本研
究では、世界各国における日本文学研究の実
態調査に基づき、さらに新しい研究領域を展
開し、創成することを目指している。 
 
(2) 海外における研究史の整理や、海外の研
究者との様々な課題を共有化しながら、コラ
ボレーションを促進する中で研究を深めて
いくことも視野に入れている。 
 
(3) 各国の情報を集約して継続的に情報収
集と発信を手がけ、共同研究を推進し、より
多くの人との研究の土台を築き発展させる。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 日本文学の翻訳研究書解題と海外にお
ける日本文学研究調査及び文化交流史をテ
ーマとしながら、それに関係する日本文学の
研究調査の発表を推進した。幅広い国で日本
文学が受容されていることから、本研究課題
では、江戸時代（前近代）までの文学作品で、
かつ英語に翻訳されたものを対象として解
題作成をすすめている。海外の研究状況の把
握は、国文学研究資料館と交流のある国や大
学を通して、直接研究者に会って確認する。
文化交流史については、明治期に焦点を絞っ
て情報を収集し研究をしている。 
 
(2) その一つとして『世界が読み解く日本』

は、徐一平(中国)、ロイヤル・タイラー(オ
ーストラリア)、ボナヴェントゥーラ・ルペ
ルティー(イタリア)、ウイリアム・ボート(オ
ランダ)、ドナルド・キーン(アメリカ)、タ
チアーナ・サカローヴァ・デリューシナ(ロ
シア)、セップ・リンハルト(オーストリア)、
ジャクリーヌ・ピジュー、アンヌ・バヤール
坂井(フランス)、アンドリュー・ガーストル
(イギリス)の１０人の研究者と対談し、諸外
国における日本研究の歴史、意義等をまとめ
た。これによって、海外における日本文学及
び日本研究の歴史的背景が明らかになると
ともに、今後の研究のあり方などを知る上で
の貴重な資料になった。 
 
(3) 明治２０年代以降、積極的に海外へ日本
文化の発信がなされた。その一例として、チ
リメン本以降に小川一眞が写真版と英文記
述による日本の風俗習慣等を刊行した実態
と、その内容について調査研究した。この調
査は、日本国内のほか、オランダ民族学博物
館の資料調査の成果によるものである。 
 
(4) 「日本文学研究ジャーナル」を第３号ま
で発刊した。「文化の交流」「最前線」「レポ
ート」「翻訳事典」「書評」の項目をたて、毎
号において最新の成果をまとめている。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 大阪、米国・ハーバード、タイ、インドな
どの国内外において、国際研究集会を行い、



海外における日本文学の研究状況を共同研
究の成果として披露した。さらに、今年度は
ケンブリッジでも国際研究集会を行う予定
である。また、その成果を「日本文学研究ジ
ャーナル」第１〜３号に収録し、好評を博し
ている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 共同研究 
 ①『日本文学翻訳事典』作成のための基礎 
研究及び資料収集 
 ②海外における日本文学研究史及び交流
史に関する研究と資料収集、整理 
 ③日本と海外とのイメージ形成の研究及
び実態調査 
(2) 調査収集から情報発信へ 
 ①海外における日本文学関連資料 
 ②海外における日本文学研究機関情報 
 ③海外における日本文学研究者情報 
(3) 情報交換 
 ①海外とのコラボレーションによる情報
交換と研究資源の共有 
(4) 成果公開用ホームページの作成 
 ①科研最終年として、これまでの成果を情
報として発信 
 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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